
4 安全･安心のまちづくりを支援する道路および環境整備

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 津山市

道路整備、歩道整備、交差点改良、その他事業等により通行車両の分散化や歩車分離、環境整備等を行い、直轄交通の円滑化を図り、自転車･歩行者通行や住民の安全･安心を確保する。

・自転車・歩行者通行における交通難所を7箇所（H26）解消
・事故対策により死傷事故件数を概ね20％（H26）減少

（H22当初） （H24末） （H26末）

① 自転車・歩行者通行における交通難所の解消箇所数

② 事故対策による死傷事故件数の減少割合（死傷事故減少率）
　　死傷事故減少率＝（整備前死傷事故件数－整備後死傷事故件数）／（整備前死傷事故件数）

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

平成２７年６月

津山市ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

4-A1-1 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 改築 津山市 1,111

4-A1-2 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 改築 （1）坂上原線 津山市 59

4-A1-3 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 （他）E105号線 津山市 44

4-A1-4 道路 雪寒 津山市 直接 － 市町村道 除雪 除雪　L=54.2km 津山市 15

4-A1-5 道路 雪寒 津山市 直接 － 市町村道 除雪（機械） 4ｔ除雪ﾄﾗｯｸ　1台 津山市 10

4-A1-6 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 津山市 31 ※

4-A1-7 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 津山市 200 ※

4-A1-8 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 津山市街地地区（1）1001号線 津山市 40 ※

4-A1-9 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 津山市街地地区（他）H136号線 津山市 430 ※

4-A1-10 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 交差点改良　L=0.06km 津山市 80 ※

4-A1-11 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 交安 津山市 20

4-A1-13 道路 一般 津山市 直接 － 市町村道 修繕 津山市 10

合計 2,050

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

- 3箇所 7箇所

平成27年12月7日

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

26
百万円

効果促進事業費の割合
1.3%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

都市建設部土木課

津山佐良山地区（他）佐良山138号線

（1）総社川崎線

番号 事業者

省略
工種

要素となる事業名
市町村名 全体事業費

（百万円）（事業箇所）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,076

百万円
Ａ

2,050
百万円

Ｂ
0

百万円
Ｃ

（１）1026号線外

歩道整備L=0.56km

橋梁補修 3橋

市町村名
港湾・地区名

（他）B261号線

省略
要素となる事業名

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

- 1割減少 2割減少

津山市街地地区（他）B261号線

津山市街地地区（他）A4号線

バイパス L=0.46km

現道拡幅 L=0.78km

歩道整備 L=0.13km

視線改良 L=0.43km

交差点改良 L=0.11km

歩道整備 L=0.41km

歩道整備 L=0.15km

事後評価の実施時期

公表の方法

（他）1035号線外

（他）1035号線外

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

4-C1-2 施設整備 一般 津山市 直接 街路防犯灯設置 LED街路灯設置 津山市 12

4-C1-3 計画・調査 一般 津山市 直接 長寿命化計画策定事業 橋梁点検計画策定107橋 津山市 14 ※

合計 26

番号 備考

4-C1-2 街路防犯灯を設置することにより、夜間帰宅時における中高生をはじめとする地域住民の安全･安心を確保する。

4-C1-3 ※

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・坂上原線の現道拡幅により、通学等による自転車・歩行者通行の安全性が向上した。
Ⅰ定量的指標に関連する ・E105号線の歩道整備を行った結果、自転車・歩行者通行における交通難所の解消が図られ事故防止に繋がった。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・佐良山138号線を行った結果、交差点の安全性が向上し事故防止に繋がった。

・A4号線の交差点改良を行った結果、交差点及び通学等による自転車・歩行者の安全性が向上した。
・B261号線の整備を行った結果、通学等による自転車・歩行者通行の安全性が向上した。

最終目標値 7箇所 市道1001号線及びH136号線については、計画期間内での事業完了ができなかったため、引き続き、
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 H27年度より防災安全交付金市単独パッケージにより整備を行っていく。

に差が出た要因 （市道1001号線については、他の事業を優先した結果による。）
最終実績値 5箇所 （H136号線については、JR委託工事であり、まとまった交付金が必要であったため。）

最終目標値 2割減少 現道拡幅、歩道整備等による交通難所を解消することにより、非常に高い効果が図られたため。
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 6割減少

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・総社川崎線については、H27年度より合併特例債により実施し、用地・補償交渉を強化し早急に道路整備することにより交通の円滑化を図る。

・市道1001号線及びH136号線については、H27年度から新たな防災安全交付金市単独パッケージにより整備を行いH27年度中の供用開始を目指す。

指標①（交通難
所の解消）

指標②（死傷事
故件数の減少）

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

計画・調査

防犯

全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

橋梁点検と長寿命化修繕計画の策定を行い、効果的･効率的な維持管理を行うことで、安全性･信頼性の確保を図る。



(参考図面）活力創出基盤整備
(参考様式３）

計画の名称 4.安全･安心のまちづくりを支援する道路および環境整備
計画の期間 平成２２年度～平成２６年度（５年間） 津山市

※　　橋梁長寿命化修繕計画は市内一円（4-C1-3）

交付団体

 

 

4-A1-1 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ 

4-A1-2 

現道拡幅 

4-A1-4  除雪 

4-C1-2 

街路灯 

4-A1-3 

歩道整備 

4-A1-5 

除雪（機械） 

4-A1-7 

交差点改良 

4-A1-8 

歩道整備 

4-A1-9 

歩道整備 

4-A1-10 

交差点改良 

4-A1-6 

視線改良 

4-A1-11 

歩道整備  

4-A1-13 

橋梁補修  


